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【論文要旨】
　本稿では，1950年代末から現在まで，新聞記事というメディアが東京都の上野恩賜公園（以下，
上野公園）を取り上げる際，各時代の社会背景や要請がどのような形で表象されるのかということ
を検討した。上野公園は1950年代からの高度経済成長により園内で文化・芸術に関する施設の建
設ラッシュが始まり，新聞記事からはアジアの頂点に君臨し，欧米諸国に肩を並べようとする志向
が読み取れた。1970年代に入り日本が経済的・社会的に安定した時代を迎えると，老若男女誰も
が楽しめる行楽地の象徴として，花見は社会の状況を表す格好のイベソトとして大きく取り上げら
れる。しかし，1990年代に入り，日本の経済が減退期へ進むと同時に，行楽地としての盛況ぶり
は影を潜め，替わりにイラソ人・ホームレスといった社会問題を報じる装置としての役割に変化し
ていった。このように上野公園は常に時代の象徴として新聞記事という鏡に誇張して映され，それ
によって生み出されるイメージが上野公園を創っていたという側面もある。
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1．はじめに
　（1）研究の目的と既往研究
　都市の空間認知の研究は欧米で多くの蓄積を生み，発展してきた。そのなかでもケヴィン・リソ
チ（1968）は，調査対象者の描き出したメンタルマップから，都市の・イメージがパス・エッジ・
ディストリクト・ノード・ランドマークの5つの要素から構成されていることを示し，都市にお
ける空間認知研究の先駆けとなった。
　我が国では1980年代から場所の空間認知研究が活発になり，女性ファッション誌“アソアソ”
“ノンノ”の旅行記事からファッショナブルな場所のイメージがどのようにして創られたかを示し
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た原田（1984）や，地理的イメージの概念を一般化し，他の地理的概念との関係を理解すること
によって環境としての地理空間に対するイメージを場所のイメージと定義した内田（1987）の二
つに大きく分かれる。原田の議論はバージェス・ゴールド（1992）がメディアについて「日常生
活に深く浸透してわれわれの世界経験を規定し，人々と場所を結び付けている」と指摘するよう
に，新聞や雑誌メディアの報道が，ある場所に対する表象・イメージとなって認知空間を創り上げ
るといった分野に含まれ，地理学において重要さを増している。
　原田以降のそれらの研究動向をまとめてみると，東京の代官山をメディアによって商品化された
街とした成瀬（1993）や，明治中期，大阪にある名護町が，コレラの流行を報じる新聞記事によ
って生み出される「貧民街」「犯罪」「不潔」という被差別的な表象が結果的に地区改良計画へとつ
ながったことを論じた加藤（1999），南紀白浜温泉と他所の・イメージの変遷を明らかにした神田
（2001），大阪の通称釜ヶ崎が「暴力」やそれに続く対策の報道の結果「スラム」というイメージ
が定着したことを示した原口（2003）などがある。
　以上のような研究結果においてメディアは，人々がある場所に抱くイメージを生成する媒体とし
て扱われてきた。ただし，本研究では視点を変え，メディアによって場所のイメージが生成される
ということを議論するのではなく，メディアの報道が場所のイメージを創るということを前提にし
た上で，メディアは時代ごとに場所に対してどのような視点で捉えているのか，またメディアの視
点がどのような社会性と結び付き場所を扱い，それを社会に投影するのかということを明らかにし
たい。
　本研究においては，報道規制などの圧力のかからない，より社会の状況が直接的に投影され，場
所のイメージの変化がより鮮明に現れる場所は，公共性の高い公園が好例であると考えた。その中
でも話題性に富み，すなわち情報量が豊富で場所のイメージが生成されやすい場所として東京都台
東区に立地する上野公園を対象地域とした。同時に本研究では戦前の上野公園の社会的位置づけに
ついてはすでに吉見（1992）や小野（1997）が国家の宣伝装置であったことを明らかにしている
ことから，戦後の上野公園を取り上げる。
　（2）研究方法
　都市に対する人々の空間認知の媒体について高木ほか（1999）は実体験に起因するもの，人と
の交流に起因するもの，テレビやラジオ，新聞などのメディアに起因するものの3つに分類して
いる。さらに「メディアから得られる都市空間の印象は，多くの人々によって，共通性の強いイメ
ージだと考えられている」とし，3つの情報媒体の中でも，メディアが最もイメージを生みやすい
としている。またメディアは，テレビ・ラジオ・新聞・インターネットなど多様である。その中で
も本研究では新聞記事が情報の多さ，歴史性，活字としての記録性，購読者の多さなど，最も信頼
の置ける情報媒体であると考え，新聞記事を主な資料とした。新聞記事がある場所で起きた出来事
を報道することによって，それが話題の一部における出来事を切り取っただけであっても，場所全
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体の表象として受容され，そのためイメージは増幅され，固定されたイメージが人々の中に形成さ
れる。
　メディアが切り取る内容は，その書き手の主観によるところが大きいが，「社会の公器」を標榜
する新聞にあっては，多分に社会全体の価値観を反映しているところが大きく，それ故，社会の変
化に伴った「視座」の変化を垣間見ることができると考えたからである。
　新聞記事をデータとして利用する際の注意点は，他のメディア媒体の視点を介していないために
イメージ形成の一つの要素でしかないということ，他のメディアと同じく記者個人の記述の仕方に
依存する部分が大きいため，必ずしも客観といえるものではないこと，また新聞社によって微妙な
捉え方の違いが生じることなどがあげられる。
　本研究において新聞記事は，現在読売に次いで多くの読者を持ち，全国的に読者を抱え，また新
聞記事データ入手の容易さから朝日新聞とした。記事入手には朝日新聞縮刷版（1955年～1985年）
と朝日新聞オソラ・イソ記事データベースr聞蔵』（1985年～2005年末）を利用した。またr戦後50
年朝日新聞見出しデータベース　CD－ASAX　50yrs　1960－1995』の見出し検索も行った。記事選定
にあたっては，縮刷版の場合，上野公園および上野公園内に立地する施設に関する記載が認められ
る記事の中から，写真を含め三段抜き以上の記載がなされているものを基準として，ある程度まで
限定した。オンライン記事データベースの場合は，「上野公園」「上野の森」「上野動物園」「東京国
立博物館」「西洋美術館」「東京都美術館」「下町風俗資料館」「不忍池」「パンダ」「葵部落」「花見」
「花見・上野」をキーワードに検索し，その中から三段抜き以上の記載があるものを選定した。見
出しデータベースの場合も記事データベースと同様のキーワードで検索した。なお，以上の資料は
すべて東京版である。
］1　上野公園の概要と沿革
　本章では上野公園の概要と1950年後半までの歴史を簡潔に示すとともに，それぞれの時代に上
野公園が担ってきた役割について触れる。なお上野公園の概要については東京都建設局公園緑地部
管理課（2005）を，歴史については小林（1980）と台東区史編纂委員会（2000）を参考にした。
　（1）上野公園の概要
　上野公園は，総面積が533，991．18m2であり，東京ドーム約11個分の大きさをもつ，都内でも有
数の大規模公園である。公園地の大半は東京都が所有するが，国や個人が一部を所有している。公
園内には東京国立博物館，国立西洋美術館，国立科学博物館，東京文化会館，東京都美術館，恩賜
上野動物園，下町風俗資料館，文化財に指定されている旧東京音楽学校奏楽堂，旧寛永寺五重塔な
ども存在し，行楽・芸術・文化の香り高い公園として知られている（図1）。公園内にはソメイヨ
シノを中心とする桜の木が約1200本あり，3月末から4月のはじめにかけて100万人を超す花見客
が訪れる。
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　　　　　　　　　　　　図1　上野公園の内部
東京都東部公園緑地事務所（2004）：上野恩賜公園案内図．東京都．を筆者が一部改変
　（2）戦後までの上野公園の沿革
　上野公園は江戸時代に，徳川家康が徳川家の菩提寺である寛永寺を建立したことに始まり，桜の
名所となったほか湯島聖堂の前身となる家塾がおかれるなど，現在と同様に行楽・学術の空間を形
成していた。
　明治維新を迎え，彰義隊と新政府軍の戦いで上野の山は一時的に荒廃するが，その後上野公園の
活用法について紆余曲折を経て1873年，太政官布達によって，浅草寺（現浅草公園），増上寺（現
芝公園），富岡八幡（現深川公園），飛鳥山（現飛鳥山公園）と共に日本で最初の近代公園として指
定された（上野公園の正式な開園式は1876年に行なわれた）。1877年上野公園では日本で初めて西
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洋文明と国内文化・芸術の展示を目的とした内国勧業博覧会が開催された。上野公園ではその後も
二度の博覧会会場となり，国家の推し進める殖産興業の宣伝の場として利用された。内国勧業博覧
会開催にあたり，国家は上野公園に博物館・動物園などの，学術・芸術・文化に関する施設を建設
し，現在の上野公園の礎を築いた。
　上野公園は開園時から直轄が東京府，内務省，農務省と変わって，1887年に皇室財産の確保を
目的として宮内省の直轄となった。関東大震災では多くの市民が上野公園を一時的な避難所とし
た。そのため公園地が防災上重要な役割を果たすことが認識され，地元下谷区が上野公園の下賜を
陳情した。同時に昭和天皇のご成婚があったこと，公園復興資金の目途がつかなかったことが相侯
って，1924年に東京市へ下賜が決定された。これによって，上野公園は現在の「東京市立上野恩
賜公園」となった。
　太平洋戦争は上野公園を大きく荒廃させた。公園内の金属の供出はもちろんのこと，高射砲や防
空壕の設置，さらには動物園のゾウやライオンなどの大型動物は空襲の際に人間に危害が加えられ
るとして処分され，かつて多くの来訪者で賑わっていた面影は完全に消え失せてしまった。
　上野公園の戦前の機能について台東区史編纂委員会（2000）は「上野公園は“文化の森”など
と言われてきたが，それは主として日本文化に関する情報が中心であり，それに関する東洋の周辺
文化を併せて紹介するものであった」（p．78）とあり，国内の産業・芸術・文化・科学技術の展示
場であったことから国内に限った文化・芸術的なイメージが定着していた。また博覧会常用地でも
あったことから一種の娯楽的なイメージも強かった。ただし，当時の上野公園は，国家の重大イベ
ントである博覧会や，その博覧会によって建設された，文化芸術に関する施設が多かったため庶民
が気軽に訪れる場ではなく，庶民の娯楽の場としての「浅草」とは一線を画していた。
皿．文化・芸術の森の再生と国際化
　終戦後も上野公園の荒廃は続いた。公園内には空襲で焼け出された人々が「葵部落」という浮浪
者集落を南と北に形成した。葵部落は1950年代後半まで上野公園に居座った。また桜の木が燃料
として切り倒され，蓮の花で有名な不忍池には食糧増産のために稲が植えられた。
　しかし，荒廃の中にも次第に復興の動きが始まる。戦時中に猛獣などが処分され，食糧難で飼育
頭数も激減していた動物園では，戦後まもなくして開園し，ゾウ・ライオン・トラ・サイ・カバな
ど人気動物が各国から購入・寄付を受けて，往時の賑わいを取り戻すようになった。公園内も，桜
の植樹が進められるとともに，国立博物館，国立国会図書館上野支部の開園など上野公園は着実に
復興への道を歩み出した。
　日本が高度経済成長の波に乗りはじめると，上野公園を更に文化・芸術の充実した場所にしよう
という動きが活発になる。このような動きに伴い，1960年代は上野公園内に多くの芸術・文化施
設が建設された。図2にあるように1960年代，上野公園内に芸術・文化に関する施設が多く建設
されていることがわかる。
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　　　　　　　　図2　上野公園内に建設された芸術・文化に関する施設数の推移
注：増築は含み，改築は含まない　都市防災美化協会（1997）：『東京都における戦後50年の公園緑地の戦線に
　関する調査研究』都市防災美化協会。
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　戦後の上野公園における芸術・文化施設の建設は1959年6月の国立西洋美術館が最初である。川
崎造船所社長であった松方幸次郎（1865－1950）が，1916年から1923年にかけて，私財を投じて
パリを中心にヨーロッパ各地で数千点におよぶ西洋の絵画，彫刻，工芸品を収集し，松方コレクシ
ョンと呼ばれていた。戦後それはフランスに没収されたが，日本側はフラソスに対して返還を求
め，その結果，東京にフランス博物館を建設するという条件で日本への返還が決定された。そして
フラソス博物館は，上野公園の葵部落跡地に西洋美術館として建設されることになった。
　このように外交的重みを持った西洋博物館は1959年，日仏の要人の臨席の下で盛大に開館され
た。開館日の1959年6月10日夕刊には「西洋美術館　けさ開館式　文化交流の殿堂　日仏代表お
祝の辞」という見出しで，日本側から高松宮夫妻臨席のもと，岸首相をはじめ400人が出席し，フ
ラソス側からは駐日大使をはじめとして，著名な作家・画家・映画監督フラソス国立博物館長な
どが出席したと記されている。西洋博物館の建設は，国をあげての重要イベントであったことが伺
える。
　この西洋博物館の建設に伴い，台東区史編纂委員会（2000）の「上野の山にも西洋美術紹介の
新時代を迎えることになった」（p．80）という記載からも「国内に限った文化・芸術的なイメージ」
を脱し，国際的な文化・芸術の拠点というイメージをもった空間が形成されたと捉えられているこ
とが理解できる。
　その後，1961年に東京文化会館が建設される。上野公園内には不忍池畔に水上音楽堂があった
が，それは「市民が気軽に音楽に親しむ」といったことを主眼としたものであったため，「芸術」
というよりは「娯楽」という意味合いのほうが強かった。東京都の東京文化会館建設の趣旨を台東
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区史編纂委員会（2000）は「優れた芸術・文化を都民に普及させ，その水準の向上を図り，併せ
てこの種の芸術文化の国際的交流を図ろうと考えた」（p．80）としている。完成時の記事には次の
ようなことが記されている。
東洋一の音楽・演劇の殿堂　上野の森に完成　東京文化会館／東洋一の音楽と演劇の殿堂とし
て，東京都が上野の森に建設した東京文化会館の落成式が七日午後一時から政・財界，音楽関
係者などの代表約五百人を招いて行われた。（中略）式典は国歌斉唱，東京都知事らの挨拶，
音楽家代表堀内敬三氏らの祝辞に続いて，ウィルヘルム・シュヒター氏指揮，NHK交響楽団
がバッハ作曲第三組曲とベートーベソ作曲エグモソト序曲の記念演奏を行った。（1961／4／7夕
刊。下線部は著者の注目した部分を示している。以下同）
　東京文化会館は「東洋一の音楽と演劇の殿堂」と表現されているように，その大きさは当時，東
洋一の大きさを誇っていた。ここで注目すべきは「東洋一」という語句が示す意味である。当時は
「世界にはまだまだ及ぼないものの，東洋では一番になった」という意識が如実に表れている。ま
た1963年8月24日に東京文化会館で世界連邦世界大会が開かれるが，その大会開催を報じる記事
にもrr世界政府を樹立して戦争のない一つの世界を作ろう』　アジアでは初めての世界連邦世界大
会が二十四日午前十時から東京・上野の東京文化会館で開幕した。会場にはなごやかな国際親善風
景が繰りひろげられた。上野の森に早くも“一つの世界”が生まれたかのようだ。」（1963／8／24夕
刊）とあり，この記載からも「アジアー」が意識されていることが裏づけられる。
　国立西洋美術館や東京文化会館などの国際的な芸術・文化施設を相次いで上野公園内に建設され
ることに並行して，造成・整備されたのが，噴水を中心とした園路であった。国立博物館の前庭と
して5．1haの敷地に新たに噴水や植え込み，園路，広場が設けられた。新聞記事には建設された噴
水について次のような報道がなされている。
東京上野公園の国立博物館前広場に大きな噴水が生まれ，公園セソターの整備もでき上がって
一年半ぶりに見違えるようにきれいになった。十日午後三時から通水式が行われたが，六十八
個の水中ライトが三十九色の光の虹を浴びせる中で，八十八本の水管が三十六通りの水模様を
描く。その変幻微妙ぶりでは日本一，と都が自慢のもの。（後略）（1962／5／11朝刊）
　このようにして上野公園は文化・芸術に関する施設に加えて，西洋式公園の象徴ともいえる噴水
が建設された。このことは当時，国内で次々と建設された各地の西洋式公園には見られないような
機能を施した噴水を置くことで「日本一の西洋公園」を顕示しようとしたものであった。
　その後，1962年12月に「東京の正倉院」として国立博物館構内に法隆寺館が完成した。1968年
4月には同じく国立博物館内に東洋館がオープンし，それまで国立博物館の倉庫に眠っていた中
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国，西域，朝鮮，東南アジア，エジプト，ギリシャ，ペルシャ，インドの国宝級または準国宝級の
品々が公開された。東洋館の建設決定に際して新聞記事の見出しには「国立博物館に『東洋館』高
まるアジア・アフリカ熱　東京外語大に言語研究所」（1964／1／20朝刊）とあり，当時アジアやア
フリカに対する関心の高さ故に，上野公園に東洋館の建設が決定されたことがわかる。この東洋館
の建設は，アジアの美術品は手中に収めた，つまり美術品を通してアジアは制したという表れであ
ったとも考えられる。
　国立西洋美術館で1964年に，所有国フラソス以外で初めて開催された「ミロのビーナス展」で
は，ビーナスをひと目見ようと押しかけた見物客の列は公園内から溢れ，上野広小路まで連なるほ
どの人気ぶりであったという。
　以上のように上野公園は，戦中・戦後の荒廃で，薄らいでいた文化・芸術の地というイメージが，
1950年代後半に始まる文化・芸術に関する施設の建設ラッシュと相次ぐ開館を通して，再び文化
・芸術の地として復活した。加えて注目すべきは，施設の国際化である。それまで，上野公園は博
覧会の常用地であり，国内の芸術・文化を紹介する装置，拠点として利用されてきた。これに対し
て，戦後における国際的な文化・芸術に関する施設の相次ぐ建設は，上野公園を，国際的な文化・
芸術を紹介する装置に変化させた。その一方で，「東洋一」「アジアでは初めて」「アジア・アフリ
カ熱」という語句からアジアが強く意識され，高度経済成長を通じて日本が東洋一になったこと，
欧米の水準に肉薄しようという日本社会の「キャッチ・アップ」志向の代表選手としての上野公園
を，新聞記事から読み取ることができる。
N．花見の隆盛とパンダブームがつくる行楽地上野公園
（1）上野公園の花見が映す日本の社会
　3月の末から4月のはじめにかけて，東京では桜が見ごろを迎える。その時期になると，新聞に
は必ずといっていいほど，上野公園の花見の様子が登場する。上野公園の花見の隆盛ぶりは次の2
つの記事によって伝えられている。
上野公園のお花見　どっと30万人　手拍子，歌声，どなり声　森に爆発するエネルギー／太平
の春である。東京・上野公園に集まった花見客は実に三十万人。やっと七部咲きの桜の下で，
夜更けまで飲み，歌い，騒ぎまくっていた。午後六時から十時ごろにかけては，上野公園全体
が「ウワーン」とうなっていた。手拍子，歌声，どなり声，パトカーのサイレン…。そんなも
のが一つになってのざわめきである。車座は何千組，何万組と出来ている。その半分くらい
が，同じ職場のグループのようだ。ほとんどは明るいうちにやって来た。（中略）警備の上野
署員が「こんな元気のいい花見は初めてだ」と驚いていた。「それにしてはけんか，けがなど
の事件がない」とも感心していた。不況の年は，心のモヤを吹き飛ばそうと，お花見が活気づ
くのか。（後略）（1965／4／11朝刊）
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花にギャンブルに春らんまん　上野に62万人　戦後最高／十二日の日曜日，木の芽起こしの雨
もあがり，うららかな日本列島のあちこちで，遅れていたサクラが一斉に開いた。東京・上野
のヤマには六十二万人。（中略）花は六分咲き，人は満開，ゴミは散り放題。七十年代，上野
の山の花見は豊かでせっかちに幕を開けた。家族連れ，アベヅク，会社員の団体が，すわりこ
み，歌い，踊り，地肌も見えない混雑。警備本部の調べだと夜十一時までの人出は六十二万二
千人で，去年最高だった五十一万三千人を軽く突破し，戦後最高。集団就職してきたばかりの
若い社員グループの前で，社長夫妻が踊ってみせて愛嬌を振りまいていた。人手不足の七十年
代，社長さんの花見はラクではない。（中略）露店業者の話だと，コーラの売り上げがこの日
だけで二万本。（後略）（1970／4／13朝刊）
　この二つの記事は，上野公園に多くの人出があったことの他に，「不況の年」や「豊かでせっか
ち」「人手不足の七十年代」など，当時の日本社会がこれらの記事に凝縮されている。言ってみれ
ば上野公園の花見が小さな日本社会を創っているかのように描き出されている。
　上野公園の花見客は，1960年代においては，天候に左右されるものの，1日に数万人から多くて
30万人程度であった。しかし1970年代に入り，上野公園の花見客は桁違いに増加する。上野警察
署の調べによると，1972年は2週間で163万人，翌73年は237万人，74年は377万人と花見客が一
挙に増加した。とくに注目すべきは，個人ではなく「同じ職場のグループ」「会社員の団体」とい
ったように，会社の同僚など団体で花見をするというのが当時の主流であった。
　同様のことは，オイルショック以後にもみられる。次の記事はその上野公園の人出の多さとは裏
腹に，人々の花見の状況から，上野公園を第一次オイルショックの影響で冷え込んだ日本の「縮図」
として描いている。
さかなは少し酒ばかり　酔いは早く「歌はタダ」と高唱　花見酒も不況型／（前略）総じて
「狂乱・消費」の夢あせて，酒・さかなの姿もつつましい。庶民の，現実感覚の現れというべ
きか。ただし，歌うはタダ。バン声がつむじ風にのって，山にわく。昭和五十年の春。上野の
山は「舞台」である。その風景を日本の縮図と読むこともできる。石油危機，不況以前のころ，
サクラの上野は，連夜，飲み残し，食い残しの山と化した。清掃会社の人々は「これだけの残
り物で，あと，三，四晩は酒盛りができる」と嘆かしめた。「消費は美徳」。経済成長のおごり，
たかぶりが，山に，あぐらをかいていた。（中略）さて，ことしの山。「残り物の総量は以前と
あまり変わらない」。「だが，中身は薄い」。「舶来酒がないな」「手付かずの，鳥もも肉がない
ね」「日本酒が多くなりましたな」。警官はなかなかの孝現学者である。（後略）（1975／4／6朝
刊）
この記事からも上野公園の花見の様子を日本の経済状況を写し出す鏡として描き出し，日本社会
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の「縮図」が演じられる舞台，空間として上野公園を見立てていることが読み取れる。1973年の
オイルショックによって，高度経済成長は終焉した。それまでの記事に「コーラの売り上げがこの
日だけで二万本」など，という好況を現すような記載は見られなくなり，「経済成長のおごり，た
かぶりが，山に，あぐらをかいていた」と高度経済成長の風潮を戒めたり，むしろ不況を客の様子
から示したりしている。
　1974年4月7日に91万人の人出を記録した上野公園の花見客数は，東京でその日，二番目に花
見客が多かった新宿御苑の人出7万人の10倍の多さであった（1974／4／8朝刊）。上野公園は花見
の来客数は数年で倍増し，最も多い年で年間400万人近くを集めようになった。この異常な客数の
伸びは，高度経済成長を背景とするものであったことは言うまでもない。しかし同時に，団体で花
見酒が楽しめる場所が東京近辺で上野公園をはじめとして数が限られていたことや，当時大勢が集
まって酒を飲める場所が少なかったこと，花見が当時の人々にとって大切な年中行事であったとこ
など多くの理由があった，と思われる。
　このように，上野公園の花見の隆盛ぶりは花見客数以外に新聞記事から読み取ることができる。
当時4月ともなれば上野公園の花見の様子が写真付きで十段抜き以上で掲載され，その花見客の
様子から社会の状況を絡めて分析している記事まで存在していた。記事は日本社会と花見の状況を
絡めて伝え，上野公園に社会性を持たせていた。つまり当時の上野公園は新聞記事という舞台で
「日本の縮図」を演じさせるのに格好の場であった。
②　パンダブームに沸く上野動物園
　上野動物園の入場者数は戦後5年でインドゾウのインディラがインドのネルー首相から送られ
たこともあり，300万人に回復する。その後，1970年までの間，入場者数は300万人と400万人の間
を推移し（図3），休日ともなると家族連れで賑わう，東京でも有数の行楽地であった。
①上野動物園は朝から家族連れがつめかけ，午前中で二万人以上。オサル電車の前には，日焼
　　けした子どもたちの行列が長くなるばかりであった。夏ばてぎみといわれていた動物たち
　　も，時折の涼風にやや元気回復とか。つめかけた客の前ではしゃぎまわっていた。（1963／8
　　／25夕刊）
②日がのぼるにつれて，暖かくなって，彼岸の中日の墓参りや上野動物園などの行楽地に出か
　　ける人も多かった。（1966／3／21夕刊）
　①の記事からは上野動物園に家族連れが多く来園していることが，②の記事からは，「上野動物
園などの行楽地」という記載から上野動物園が行楽地の代表として挙げられていることが読み取れ
る。
　上野動物園が家族連れで賑わう光景は，記事に添えられた写真によってさらに印象的なものとさ
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　　　　　　　　　　図3　上野動物園の入場者数と主な出来事
出典：東京都恩賜上野動物園（2003）：『上野動物園のあゆみ一開園120周年記念』．東京都．
表1　1960年代の記事の写真に家族連れで賑わう上野動物園の光景が含まれているもの
年月日 朝夕刊 見　　出　　し
1960年4月30日朝 動物園のおめでた三重奏　もう上野の人気者　野牛・黒鳥・バーバリシープ
1961年4月30日夕 快晴で大にぎわい　都内の連休二日目
1962年3月20日
? 80周年を迎えた上野動物園　記念行事にぎやか　両陛下をお迎えして
1962年4月29日夕 飛石連休　青空でスタート　行楽地，人で埋まる　今年最高の人出
1963年3月21日
? 待ってました春日和　どっと山へ，川へ　汗ばむほどの暖かさ
1963年8月25日夕 行楽地は秋　家族連れでにぎわう　夏休み最後の日曜日
1966年3月21日
? パパは大奮闘　好天に恵まれたお彼岸　行楽地へどっと家族連れ
1968年4月29日朝 雨で開けた連休
1968年11月23日夕 小春日和人出も最高
　資料：朝日新聞東京版
れている。表1は1960年代の記事のうち，家族連れで賑わう写真が含まれている記事の見出しを
整理している。「上野動物園と家族」という写真が，休日の行楽地の状況を伝える記事の定番であ
ったと言える。
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　その一方で来園者の増加に伸び悩む動物園であったが，1970年代になると大きな転機を迎える
こととなる。
「パソダ解禁　2時間並んで見物50秒　開門時に3000人　警備員600人」（1972／11／6朝刊）という
ように，パソダが1972年11月5日から一般公開され，5万6千人が上野動物園に押しかけたので
ある。
　パソダの来日は，日中国交正常化（1972年）の樹立を記念して，中国政府が中国四川省にしか
生息しない希少動物「パンダ」を「平和・団結・友愛の象徴」として日本に贈呈したものだった。
そのためパンダは日中友好の象徴的立場を背負った動物であった。
　パソダ来日によってそれまで横ばいであった来園者数も1972年に501万人，1973年737万人，
1974年には765万人というように鰻上りに増加し，空前のパンダブームが生じた。パソダブームに
よる来園者の激増と，それによる混雑を新聞は以下のように伝えている。
上野動物園　パソク寸前　パンダで入園者激増　許容限界の二倍　入場制限も検討中／入場者
は前年度に比べ四十三％も増えている。爆発的に伸びた原因を上野動物園は「手軽に自然を求
められる，という人たちの自然増が二十五％，残りの約二十％がパソダの人気ではないか」と
推測している。入園者数を動物園面積で割った一平方メートルあたりの利用密度は上野がなん
と六十四・八。世界各国の主要動物園のうち十以上はフラソクフルトの二十九・四，ロンドン
の一〇・0だけ。（1974／4／2朝刊）
全国的に広がったパンダブームについては，次のような記載がある。
パソダ大使　日本の一年　350万人と親善／（前略）年賀状，ファソレターがしめて四千通。全
国各県にまたがるが，ほとんど三一五歳ぐらいの子供とみられ，宛名も「東京都パソダちゃん」
といったのが目立つ。「見に行くので待っていて」「一度，お家に遊びに来て…」といったとこ
ろが代表的な内容。（中略）この一年に中国のお客さんも十五回，約五百五十人にのぼる。日
本側でも東京の上野・浅草の社長さんや町内会長さんを中心に全国的な「パンダを愛護する会」
ができ，この二十九日には，パンダのお礼に中国へ行く。一方，あやかり組みも，ぬいぐるみ
やワッペンなどにとどまらず，「パンダ」の名をつけた店が東京だけで三十数軒にのぼる。喫
茶店，バー，雀荘，といろいろ。（1973／10／27朝刊）
　このようにパソダブームは全国的な広がり，「パンダのいる上野動物園」は異常な注目を浴びる
こととなった。以下の記事は上野公園開園100周年を伝える記事であるが，ここにはパソダのいる
動物園が上野公園内にある多くの施設の中でどれだけ高く，重要な地位を占めていたかを示す記載
がある。
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風雪100年　万人f皆楽の地　浮浪者の群れ，今は昔　主役はパンダの動物園／「西郷どん」「美
術館」に「博物館」そして「不忍池」一都民の憩いの場として親しまれている上野公園が五日
で，満百周年を迎える。かつての維新の戦場が，公園に姿を変えて一世紀。戦後は，浮浪者の
寝ぐらになったこともある同公園はいま，芸術，文化の香りもいっぱい。（中略）パンダが上
野動物園にやってきて，この二十八日でまる一年。これまでに日本人二十五人に一人にあたる
四百数十万人が，“パソダ参り”をした。このおかげで，これまで年間五百万人余だった入園
者が，この一年間には約九百万人。二頭のパソダが客をよけいに集めた勘定だ。上野公園は，
全体で後楽園球場四十三個分の広さ。ここに年間三千万人が訪れるが，なんといっても筆頭は
動物園。水族館（百四十二万人），都美術館（百二十万人），国立博物館（八十九万人），東京
文化会館（八十四万人），国立科学博物館（六十五万人），西洋美術館（四十四万人）の六つを
合わせてもかなわない。（1973／10／5朝刊）
　その後1970年代末にはパンダブームも収束に向かい，上野動物園の年間入場者数は600万人を切
るようになる。そのような中で，1985年6月チュチュの生後二日での死亡にはじまり，翌年1986
年にトソトンが誕生，更に1987年にはユウユウが誕生し，その愛くるしい姿から，再び第二次パ
ンダブームが巻き起こった。特に1986年のトントン誕生時には6月ひと月で34件のパソダ誕生と
成長を伝える記事が掲載され，パソダが初めて上野に登場した時以上に，国民の目は上野動物園の
パソダへと注がれた。
　以上のように行楽地としての上野動物園は1960年代，連休などの行楽日には決まって家族連れ
で上野動物園に行くというイメージが定着した。1970年代になると，パソダによって来園者数を
倍増させたばかりか，パソダ愛護団体が結成されたり，パソダにあやかった商売が次々と生まれた
りするなど，大きな社会現象にまで発展したパソダブームの拠点として，上野公園は都内はおろ
か，全国の表舞台に出ることになった。2回のパソダブームが起こった1970年代，1980年代は日
本社会の視線が上野動物園のパンダに注がれ“上野といえばパンダ”というように上野公園の中で
上野動物園が大きな存在感を持った場所として人々のイメージを膨らませたのである。
　休日には動物園をはじめ，公園内各施設でさまさまな催しが開催され，多くの人々が上野公園に
訪れていることが以下の記載からわかる。
連休の“目”は上野の森　パソダ・モナリザ・ダビンチ展…初日10万人／パソダに加えてモナ
リザ，ダビソチ，セザンヌー「黄金週間」がスタートした二十七日，数々の催しで賑わう東京
の上野の山には，約十万人の行楽客が訪れた。（後略）（1974／4／28朝刊）
　以上のように1970年代，80年代の上野公園は，ゴールデソウィークをはじめとした休日は家族
サービスとしての動物園，大人の娯楽としての花見と両者の役割ははっきりと分かれていた。
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1972年から始まるパソダブームによって，上野公園は動物園，花見，各種催しに加えて，それま
で上野公園に縁がなかった人々の視線を集めるようになり，老若男女間わずさまざまな人々が楽し
め，「万人僧楽の地」（1973／10／5朝刊）と形容されるほど，当たり障りのない最もスタソダード
な行楽地を形成していたことが新聞報道からわかる。
　上野公園の花見の様子は，日本社会の状況を代表する「舞台」として，動物園は行楽地の代表と
して新聞記事に描き出されている。両者を通じて，新聞は上野公園を利用し日本最大級の行楽地を
形成させたという，イメージを創り出している。このようにプラスのイメージで縁どられた上野公
園は，1990年代，一転してマイナスイメージで語られることになる。次に，これをみる。
V．流入する負の要素と行楽地上野公園の衰退
　（1）流入するイラン人と負のイメージ
　1980年代後半，日本はバブル経済を迎え，国内は好景気に沸いていた。その好景気に誘われて
査証免除協定が結ばれていたイランから就労目的で多くのイラン人が日本へやって来た。東京大学
医学部保健社会学教室（1992）によると，イラン人の多くは就労目的で来日した不法滞在者であ
り，1990年5月には約10，000人だったのが，1991年末に約22，000人，1992年5月に約40，000人と
急増した。1987年まではほとんどなかった・イラソ人に関する報道は，1988年から1990年にかけて
徐々に増加し，1991年に急増するようになったと指摘している。
　成田空港の玄関口である京成上野駅に近い上野公園周辺では，・イラソ人が仕事を探したり，情報
交換の場としてたむろしたりする風景が1991年頃から頻繁に見られるようになった。上野公園の
・イラン人関連記事は1990年には一件も見られなかったが，1991年になると数件見られるようにな
った。
上野公園。西郷さんの銅像の周辺には，5月ごろから，仕事を求めて来日したイラン人が野宿
する。この朝は十数人。（中略）英語で「仕事はあるか」と手配師に聞くと「外人は雇わねえ。
当たり前だろ。法律で決まってんだよ」。手配師の1人が言い捨てた。（中略）一時は100人以
上いたイラン人が，上野署のパスポートチェックで激減した。成田空港を追われて上野へ，上
野から今度はどこへ行くのか。（1991／6／22朝刊）
　上の記事は1991年の5月頃から上野公園にイラソ人が見られるようになったことを指摘する。
そして不法滞在者に対する警察のパトロールがあり，一時イラン人の数も減ったという。しかし，
この記事以後も，上野公園はイラン人の溜まり場として機能を果たし続けることとなる。図4は
1992年の時点で上野周辺の住人がイラン人を見かける場所を示したものであるが，相変わらず上
野公園にイラン人が集まっていたことが分かる。
　ではイラン人は上野公園をどのような目的で利用していたのだろうか。
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　　　　　　　　　　　　　図4　イラン人を見かける場所（複数回答）
資料：東京大学医学部保健社会学教室（1992）：上野の街とイラン人一摩擦と共生一。駒井洋編『外国人労働
者問題資料集成』。pp．179－274．
注1：道路＝商店街・路上，店＝店頭・店内，映画館＝映画館・パチンコ店・遊戯場
注2：1992年に実施。上野2・4・6丁目の住民票より18分の1の等間隔抽出した20歳以上の男女50名，及び上
　　野の商店会名簿より6分の1抽出した事業主・責任者180名の，合わせて230名に対し郵送による配票留
　　め置き方式で，調査員が訪問し，調査表を回収した。回収率74．6％。
上野公園にイラソ人が増え始めたのは，昨年五月ごろから。現在公園内には百二十～百五十人
が就職活動や情報交換の目的で集まっている。（1992／3／26朝刊）
　上の記事は東京大学医学部保健社会学教室（1992）のイラソ人に対するアソケート調査と同様
に，上野公園を訪れるイラソ人の多くが仕事関係の情報交換の場として利用していることを指摘し
ている。ところが，1993年になると，このような情報交換の場であった上野公園にも変化が見ら
れるようになった。次のように，麻薬や偽造テレホンカードの密売場所がそれである。
「大麻あるよ」　イラン人の密売増える　夜9時過ぎの上野公園／東京・上野公園で，イラソ人
が日本人に大麻を密売するケースが増えている。夜，公園内を通る日本人に「ハシシュ（大麻
樹脂）買わないか」などと声をかけ，一グラム約四千円から一万円ほどで売る。上野署は今年
に入って，公園周辺で五人のイラソ人を大麻取締法違反容疑で逮捕した。いずれも大麻樹脂を
持ってたむろしていた男性で，警視庁は組織的な密売が行われている可能性もあるとみて捜査
している。（1993／5／10夕刊）
イラソ人“抗争”に緊張「代々木」追放組が流入／東京・代々木公園と並んでイラン人ら外国
人が集まる上野公園で十六日，上野署は署員六十人を動員して外国人同士のトラブルを警戒し
た。代々木公園から締め出されて上野公園に来た「代々木派」と，以前から上野公園にいる
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「上野派」のイラソ人とみられるグループのケソカが今月上旬，上野公園で二日続けて起きた
ためだ。この日はトラブルのなかったが，ものものしい警戒振りに足早に公園を立ち去る外国
人が多く，（中略）。同署が事情を聴いた変造テレホンカードを売っていた上野派のイラン人は
「代々木から来たグループが上野でテレホンカードや大麻をさばこうとしたのを，上野グルー
プが阻止したのが発端」と背景を説明したという。（後略）（1993／5／17朝刊）
　警視庁の調べでは1992年，変造テレホンカードなどの不正使用が相次ぎ，イラン人の逮捕者数
は前年を78人上回る482人となった。上野公園に関する記事を追っていくと，1992年の暮れごろか
ら「変造テレホソカード」「大麻」「ケンカ」「警察の警戒」などの語が見られるようになり，「上野
公園・イラン人・犯罪」というイメージが対になって新聞記事から読み取れるようになる。それで
も1992年までは上野公園に「イラン人が増えてきた」「イラン人がたむろしている」という程度の
記事が中心であったが，1993年になると「犯罪」を思わせる記事と同時に，逮捕・摘発などとい
った記事が増えるようになる。上野公園は，警察の取締りが本格化してきたことがわかる。これら
一連のイラン人対策によって1995年以降，・イラン人と上野公園に関する記事は皆無となり，記事
で見る限り上野公園のイラン人問題は収束をみた模様である。
　とはいえ，イラン人が上野公園にたむろしていた間，イラン人の存在は確実に周辺の住人・来園
者に共通の憎悪・恐怖心・偏見を与えていたようである。東京大学医学部保健社会学教室（1992）
のアンケート結果でも，「イラン人がいるので一人で歩くのが不安である。」（男性，60代，従業員）
や「上野公園内でのイラソ人の傍若無人ぶりが目にあまる。」（男性，60代），「イラン人に何かさ
れたわけではありませんので，心の中では申し訳ないと思っています。でも子供のことなどを含め
て，家に帰ってくるまでは遅くなると心配です。」（女性，40代，経営者）などイラソ人の存在に
否定的な意見や感想が多い。同じく東京大学医学部保健社会学教室（1992）によるイラン人のイ
メージについての調査でも，怖いと感じている人が多い。
　以上のように，1990年代前半の上野公園は，「イラン人」を中心とした記事が多く，その内容は
「たむろするイラン人」から「大麻」「偽造テレホンカード」の売買といった犯罪行為に移り，さら
に不法滞在を含めた違法行為の「摘発」に焦点が変化していった。言うまでもなく，犯罪行為をし
たイラン人の多くは，はじめから犯罪目的で来日したのではなく，1991年以前のバブル景気に魅
せられ，一撰千金を夢見て日本に訪れた者がほとんどであった。しかし，バブル崩壊とともに経済
的に減退した日本では，当然日本に不慣れなイラン人たちには仕事はなく，しかたなく最終的に犯
罪に走らさるを得なかった。このからくりがイラン人を「たむろ」から「犯罪」へと導いていっ
た。つまりイラソ人による「犯罪」は不景気の産物であり，それが上野公園で展開された。かくし
て，これらの報道を通じて，上野公園に対するマイナスのイメージが創り出されたのである。
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　（2）流入するホームレスと負のイメージ
　マ・イナスの・イメージはさらに増幅された。下の文は2005年刊行の風樹茂『ホームレス入門　上
野の森の紳士録』というエッセーの一節である。
なんとも不思議な光景である。これが先進国と言われる国なのだろうか。一ヶ所にこれだけの
数のホームレスが集まっているのは，訪れたことのある限りの30力国では，見たこともな
い。インドのカルカッタよりもずっと多い。頭の中にみるみる疑念が湧いてくる。（p．3）
　エッセーにあるように，上野公園には多くのホームレスが暮らしていて，1998年2月の調査では
テソトが約200張，常住者が約300人，2005年11月末現在では，テソト数242張，定住者数が262人
となっている（東京都東部公園緑地事務所調べ）。上野公園竹の台の噴水付近にある繁みや不忍池
周辺には，ブルーシートやダンボールで造られたホームレスのバラックを多く目にし，週末ともな
ればキリスト教系の慈善団体が炊き出しを行い，そこに多くのホームレスが列を成している。公園
にいるホームレスたちは何をするでもなく，ベンチに座り，または寝て，どこへ行くでもなく俳徊
し，ただ漫然と友人と会話をしている。公園はさながらホームレスのためにあるような様相を呈し
ている。
　バブル崩壊にともなう，企業の倒産，リストラ，事業の失敗，仕事の減少などにより，ホームレ
スの数は増加し，東京都民生局（2004）によると，その数は東京都区部で5，000人を超えるとい
い，新宿や上野周辺など繁華街でホームレスと思しき人々を頻繁に見かけるようになった。ホーム
レスの61．9％（3，422人）が公園での生活を余儀なくされているという。
　同じく東京都民生局（2004）によると，23区内のホームレスの数は，2004年2月現在，約5，365
人，23区別の数では新宿区が最も多く，982人，次いで台東区が968人である。2003年5月の調査
では台東区が新宿区を約300人も上回る1，103人であったという。いずれにしても台東区はホーム
レスを多く抱えていることに間違いはない。
　上野公園の1960年から1990年までのホームレス（浮浪者）に関する記事は，「いま，公園周辺を
常宿とする浮浪者は七一八人程度（上野署調べ）」（1973／10／5朝刊）と，開園100周年時に上野公園
の現状を述べる中で，簡単に触れられている程度であり，数件しかない。つまりその間，上野公園
がホームレスまたは浮浪者と結びつく記載は少なかった。
　1991年のバブル崩壊ごろから東京都内，特に新宿などで増加傾向にあったホームレスである
が，上野公園には1991年ごろからイラン人が集まり出し，逆に上野公園にいたホームレスはイラ
ソ人に公園を占拠され浅草などへ移っていたという（1992／3／17朝刊）。そのため，1990年代前半
は上野公園とホームレスに関する記事はほとんど見られない。ところが，上野公園周辺のイラソ人
問題が収束した，1995年以降，上野公園のホームレスが増加したものと考えられる。1990年代後
半になると「上野公園や山谷地区などで大勢のホームレス（路上生活者）が暮らす（後略）」
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（2000／8／11夕刊）などという記事が多くなった。
ホームレス，23区内に5，600人　東京都の8．月調査結果／都福祉局は8月に行った路上生活老
（ホームレス）の調査結果を発表した。公園が7割近い3，750人を占め，河川敷が850人，道路
が750人だった。台東区が最も多い1，253人，次いで墨田区の962人，新宿区861人，渋谷区503
人，千代田区の208人の順だった。上野公園（台東区），隅田川の河川敷（墨田区），新宿区
（新宿中央公園）など，大きな公園や河川敷のある地域に集中している。（2002／10／19朝刊）
　この記事は東京都のおこなったホームレスの実態調査の結果を報じたものである。上野公園を抱
える台東区が最も多く，また多くのホームレスが「大きな公園や河川敷」に集中し，その例として
上野公園が挙げられている。そのような上野公園のホームレスの増加に伴い，区や地域住民との摩
擦も報じられている。
ホームレス約50人が台東区に抗議　パトロール計画で／住民がリサ・イクルに出したアルミ缶が
抜き取られるのを防こうと，台東区は来年度からパトロールを始める計画だ。これに対し，山
谷や上野公園などに住むホームレス約50人が26日，同区役所を訪れ「アルミ缶を売って生き
ている。リサイクルと人間のどっちが大事だ」などと抗議し，事業の撤回を求めた。（2002／2
／27朝刊）
　このように上野公園で多く抱えることとなったホームレスは，来園者の目にも良いイメージとし
て写っていない。台東区産業部観光課（2004）で上野地区は歴史・文化・緑の豊かさ等に好感が
もてる一方で，ホームレスの多さ（汚い・臭い・怖い）など様々な問題点が指摘され，次のような
被調査者からの自由意見が挙げられている。
「ホームレスが多く，ベンチなどに近づけない」「不忍池を見て回ったとき，ベンチにホームレ
スが酔っ払って寝ていた。」「緑の多い憩いの場である上野公園内に我が物顔で平然と姿を見
せ，明るい内から酒を飲んだりして酔っ払い，好き勝手に振舞っているホームレスたちにはつ
くづく嫌悪を感じている。」「公園の美観が，「テソト」等が群がっていることで見苦しいので
残念だ。一部分の人の場所ではないので，テソト村はどこか別の場所に移動してほしい。」（台
東区産業部観光課．2004．筆者注；すべて属性は不明）
　以下の記事は「ニッポン現場紀行」という朝日新聞の連載記事で，上野公園のホームレスの現状
を取り上げたものである。
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（前略）路上生活が，自分の日常から遠いものだとは思っていません。公園でホームレスを見
て管理事務所に取り締まれと通報する人は，自分は関係ないと思いたいのかもしれないが。
　我々はだれでも，ホームレスになる可能性が多かれ少なかれある。たとえば浮気してばれ
て，家に入れてもらえなくなりゃ，それだってホームレスでしょう。
　逆に，テソトハウスはホームだと思った。僕は，彼の茶の間に「招き入れられた」んですか
ら。雨露と寒さをしのげて，明日また生きられると思える場所をホームとするなら，彼らをホ
ームレスとは呼べない。公園には近所づきあいがあるうえ，互いに支え合うきずなすらある。
　線引きは，あえて行われている。そこには，戦後日本の土地政策，だれもが努力して土地を
所有しマイホームを手に入れなければ，という幻想がある。さらにいえば，ホームレスと言わ
れている人自身も，そういう感覚からあまり自由ではないように思う。
　僕自身に，路上生活へのあこがれがあることを認めさるをえない。まだその勇気もないし，
今はとりあえず必要もないが，彼らの日常の暮らしについて，家政のノウハウ，体験に学ぶと
ころは大きいと思った。（後略）（1999／4／30朝刊）
　この新聞記事には，前置きとして上野公園の概要が述べられているだけで，主題は上野公園に常
住しているホームレスたちの生活と取材に同行した作家の島田雅彦氏の話である。ここでは，上野
公園のホームレスを通して日本社会の問題点を指摘した論調になっている。このようなホームレス
問題の舞台として，上野公園が多く取り上げられるようになるのは1995年以降である。1970年代
の上野公園に関する新聞記事は，上野公園の盛況振りを社会と照らし合わせながら報じるものが多
かったのに対して，1995年以降はホームレス問題を通して日本の問題と現状を見ようとしている。
　上野公園には，イラソ人が姿を消した1995年ごろからホームレスが大量に流入し，上野公園一
浮浪者／ホームレスのイメージ，つまり終戦直後の葵部落が復活することとなった。しかし，戦後
の葵部落と決定的に異なるのは，東京都立大学社会学研究室分室（1953）の中で磯村英一が葵部
落の住人について「少し力があれば自立出来る多数の人」としたのに対して，現在の上野公園に野
宿するホームレスは不快感，嫌悪感，恐怖感，不清潔感というマイナスのイメージを来園者や地域
住人に与える存在になっていることである。
　③　縮小する行楽地上野公園のイメージ
　先述のように，1960年代は上野動物園に来た大勢の親子で賑わう写真がゴールデンウィークの
定番であった。しかし，バブル期のリゾートブームによって1988年から現在まで，ゴールデンウ
ィーク期にそのような光景を写した写真は一つも掲載されていない。また1989年のゴールデンウ
ィーク中に人出が多い行楽地で全国3位，124．5万人であったのに対して，2005年現在では10位，
63万人にまで落ち込んでいる（2003／5／7夕刊）。これは身近な行楽から，モータリゼーショソの
発達やまとまった連休がとれるようになったことによって遠出が可能になったこと，バブルよって
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図5　上野動物園開園80周年と120周年の記事面積の比較
資料：左図一（1962／3／20朝刊）。右図　（2002／3／20夕刊）
各地に行楽施設が建設されたことなどの，上野公園にとってみれば外部の，社会的条件の変化の中
におけるレクリエーショソ空間と，そこにおける空間行動の転換によるものと解される。
　それに併せて動物園の入園者数も年間300万人にまで減少した。1973年の「上野公園に年間三千
万人が訪れるが，なんといっても筆頭は動物園」（1973／10／5朝刊）という記事にあるような動物
園の存在感はなく，今では，1973年当時公園内施設で年間入場者数が3番目であった東京都美術
館のそれもわずかに下回るようになった。
　新聞記事の取り上げられ方も大きく変化した。1982年の上野動物園開園100周年記念の時には5
ページにも及ぶ特集が組まれ，記載内容も豊富であったのに対して，2002年の開園120周年を伝え
る記事は，写真入りでわずか3段200文字程度であった（図5）。また40年前の80周年時には，天
皇皇后が行幸したこともあり，1ページのほとんどを上野動物園の記載に充てていた。このように
記事の扱いをみても上野動物園に対する社会の位置付けが変化していることがわかる。
　1970年代，1980年代に2回のパソダブームに沸き，社会現象の震源ともなった上野動物園であ
るが，1990年代に入りブームが去ると，来園者の減少のみならず，社会からの注目度が急激に低
下した。2000年に上野動物園生まれのパンダ「トソトン」が14歳で死亡した。このときの記事も
写真入り三段抜き300文字程度であった。しかし，第一次パンダブームを巻き起こした2頭のうち
の「ラソラン」が1979年に死亡したときは，重体の時も合わせ9件の記事が掲載され，死亡時の
朝刊の1面を飾ったほどであった。また1962年の80周年記念特集では「いまや世界一流」という
見出しで上野動物園を賞賛する内容であったものが，2002年の120周年記念時は「120周年祝う」
と記載されるにとどまっている（図5）。
　1970年代には一日100万人近い花見客で賑わった上野公園の花見は，1991年を境に天候・時期に
より変化はあるものの，大幅に花見客数が減少し，近年では150万人前後で推移している（図6）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－204一
（万人）
350
300
250
200
150
100
50
　0
　　1988　90　　92　　94　　96　　98　2000　02（年）
　　　　　　　　図6　上野公園花見客数の推移
　　注：3月末から4月上旬の2週間（年により変化）
　　資料：上野恩賜公園管理事務所への著者の聞き取りにより作成
花見客の減少の理由を，1998年当時東京都北部公園事務所長の清水政雄氏は「花見時期，場所が
分散されてきているのかもしれない」（清水，1998）と語る。その他にも上野公園の花見客の減少
の要因は様々である。職場単位の花見は「仕事」と「遊び」を区別しようという風潮を反映して衰
退傾向にあること，花見時の混雑が忌避されるようになったこと（白幡，2000），マイカーの普及
により，地方の桜の名所に気軽に行けるようになったこと，首都圏に多くの桜の名所が出来たこと
など，さまさまな要因が上野公園の花見の減少を生んでいると考えられる。
　花見客が減少するなかで記事の内容にも大きな変化がみられる。1970年代の上野公園の花見
は，その時の社会を風刺し，日本の社会の「縮図」と見立てる記事が見られた。しかし現在は花見
どころの代表として簡単に報じられるだけであって，花見の詳しい内容，そこから見えてくる背景
などは一切記載されず，その存在価値を下げたように感じられる。
　1970年代から1980年代にかけては上野公園が行楽地として全盛を誇った時代であり，その源と
なったのが「上野の花見」と「動物園のパンダ」である。しかし，ひとたび社会の注目が上野公園
から遠さかると，新聞記事は入場客数や催しなどの事実を伝えるのみで，そこから社会的な意味を
持った表現や文章を読み取ることは出来ない。その一方で，上野公園には新聞記事によってイラソ
人やホームレスといったマイナスのイメージが生成させた。上野公園はイラン人による，麻薬や偽
造テレホンカード売り買いが目立った1991年から1995年までは犯罪の空間として，ホームレスの
野宿が目立つようになった1995年以降は社会病理の空間として新聞記事によりクローズアップさ
れた。
V　おわりに
　本稿では上野公園を報じた新聞記事を研究の素材とすることによって，上野公園がそれぞれの時
代に担わされてきた社会的な役割の変化を，日本の社会背景と照らし合わせながら読み解いた。
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　1960年代，上野公園では「文化・芸術の森」の再生を軸に建設ラッシュが始まる。特に国立西
洋美術館，東京文化会館，東京国立博物館東洋館の建設は，それまでの文化・芸術といった上野公
園のイメージの上に更に強く印象付け，国内の文化・芸術の展示にとどまっていた戦前のイメージ
を，国際的なイメージへと変容させた。1970年代・80年代になると，上野公園はパソダブームや
花見などで一大行楽地としての地位を確立し，新聞記事には「万人借楽の地」や「社会の縮図」と
いったような表現が使われるようになる。
　しかし，1990年以降は，日本の経済が低迷する中，上野公園にはイラン人やホームレスなど社
会病理的な要素が流入し，「恐い」「犯罪」「汚い」「見苦しい」などの否定的なイメージで捉えられ
るようになり，それと同時にパソダブームや花見の衰退などにより行楽地としての肯定的なイメー
ジを後退させるようになった。
　以上のような上野公園を扱った新聞記事の変容から上野公園の表象として次のようなことが指摘
できる。上野公園の表象は時代の要請に合わせるように多様に変化し，また変化させられてきたと
いえる。1960年代の上野公園に関して，文化・芸術に関する施設の建設ラッシュが新聞によって
さかんに報じられた。しかし，建設ラッシュを報じる記事では，「東洋一」であり「アジアでは初
めて」ということがしきりと強調されている。これは高度経済成長を背景として，アジアを制覇
し，欧米諸国と肩を並べられる存在になったことを暗示するとともに，今度は世界を目指そうとい
う社会的風潮をあたかも鼓舞しているかのようである。
　1970年代・80年代は，国民が経済的に豊かになり，行楽に目覚めたことと時期を同じくするよ
うに，一大行楽地する代表的存在として祭り上げられることになる。特に花見の様子は，好景気時
には「豊かでせっかち」や「コーラの売り上げがこの日だけで二万本」といった言葉で描かれ，不
況時になると「経済成長のおごり，たかぶりが，山に，あぐらをかいていた」や「不況の年は，心
のモヤを吹き飛ばそう」などと，経済状況と照応するように描写され，まさに上野公園は「社会の
縮図」として捉えられていた。
　1990年以降，上野公園は来園老数の減少によって行楽地としての地位を低下させ，それに伴
い，行楽地として上野公園を扱った新聞記事の文字数の大幅な減少，替わって大きく取り上げえら
れるようになったのは，経済の減退に伴って増加した，外国人やホームレスといった社会問題であ
った。上野公園はそれまで経済成長を背景にした日本の社会を写し出してきた。しかし，バブル崩
壊以降は，社会問題の縮図として上野公園は描き出されるように変化した。
　以上の1960年代から上野公園の変遷を見ていくと，上野公園の表象は社会の状況に歩調をあわ
せるように盛衰を繰り返している。つまり上野公園は日本社会の象徴として新聞記事という鏡に写
し出され，時代の象徴を演じさせられていたのであろう。
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